
観光情報論
2010年 5月27日 第6講

•講義：沖縄のフリーペーパー業界（柴崎貴史さん）

•ホームページ演習：表（列や行）の作り方

•都市のコミュニケーション：ハンブルグ（ハーフェンシティ）
ブラッドフォード



Civic prideの事例：Hafen City (Hanburg)
ハーフェンシティーのマスタープランでは、この土地を１２のエリアに分割し、それらが
特徴をもったエリアとなるよう設定されており、経済的、環境的、社会的、そして文化
的発展に大いに貢献することを目的としたさまざまなプロジェクトを進行されている。
ハーフェンシティーの開発には、その開発自体が市民と関係を構築することを意図し
ているものが多い。
例えば、開発順序のユニークさである。ここでは建物や施設よりも前に、広場などの
オープンスペースが整備された。これは開発を市民が目にできるように意図したもの
である。この開発プロジェクトでは、町の未来が市民とともにあるために、常に良質な
接点づくりが意識されているのである。

次にハーフェンシティー。インフォセンターに注目したい。ここは「インフォポイント」と呼
ばれる情報端末が設置されている。ここにあるほとんど全ての情報減は利用者自らが
情報を引き出せるよう工夫されている。 この「自ら引き出す」という行為にこそ意味が
あるのだ。こうした情報形態をとることで、情報を得た人たちはさらにその情報を広め
てくれるだろう。つまり、自分から獲得した情報は人に伝えたくなる、という考えのもと
にこのコミュニケーションポイントはデザインされているのだ。

さらにここにはカフェや展望タワーがあり無目的に訪れる人たちにとっても町の情報に
アクセスできる一つのインターフェイスとなっている。ハーフェンシティー・インフォセン
ターは年間20万人が訪れ、常に賑わっている。訪問者は、ハンブルクの市民ばかりで
はない。世界中の投資関係者や建築家、政治家、教育関係者などによる多数の視察
があり、年間600回ほどのアテンドが行われている。インフォセンターは先進的な都市
再生モデルとしての価値を訴求し、世界中から投資を募るためのメディアとしても機能
しているのである。そして同時に同時にこうした数多くの視察は、この開発プロジェクト
の国際的なプレゼンスを向上させ、市民がさらにプライドを持つための助けとなってい
る。



Civic prideの事例：Hafen City (Hanburg)

• ハンブルクのコミュニケーション戦略の特徴は都市開発に関するインフォ
メーションセンターを設け、そのインフォメーションセンターから開発に関
する様々な情報発信を積極的に行っている点です。
ハンブルクの開発地域「ハーフェンシティ」はその開発自体が市民との関
係を構築することを目的としているものが多くあります。そのためインフォ
メーションセンターでは巨大なハーフェンシティの都市模型や開発エリア
を一望できる展望タワーが設けられています。
インフォメーションセンターに多くの人に足を運んでもらうためにカフェを
併設するといった工夫もなされています。

•
沖縄県でも新都心のように米軍基地がこれまで利用していた土地の返
還や、埋め立てによって新しくできた土地の開発が行われています。です
がハンブルクの都市開発のように、どういったビジョンで開発が進んでい
るのか市民に伝わっていない部分が多くあると考えます。
ハンブルクのコミュニケーション戦略のように、積極的に市民を都市開発
に参加させるような動きが沖縄県の都市開発にもあればいいなと思いま
した。(Gima)



Civic prideの事例「ブラッドフォード」の特徴と感想

• 屋宜君のファイルのＨＴＭＬファイル

• ブラッドフォードの街は経済成長と、まちは自分のものだという感覚を、市民に生じさ
せることを、大きな目標にしている。そのマスタープランの目的は、「住み、学び、働き、
遊ぶ場所として当然に誇れる中心市街地を創る」こと。そこで、段階的なコミュニケー
ション戦略を立て、口コミを広げることになる。次に、広告やダイレクト・マーケティング
を始めていく。映画館でのＣＭ，ビジネス誌での広告などを通じて「新しい都市の誕生」
を銘打った広告キャンペーンを行っていく。

この映像は、専門家や投資家だけではなく、映画館や大きなディスプレイなど一般の
人々にも流されたが、映像を含めたプレゼンは学校や市民グループなどさまざまなグ
ループにも行われた。
感想としては、私が住んでいる沖縄市でも多くの外国人をよく見かけ、空港通りをいう
所は治安が悪いというイメージがある。新しいコミュニティーの建物が立ったがあまり

魅力が感じない。行政だけではなく地域のみんなでその地域を好きになるよう行政だ
けではなく、一般市民の声も聴き、全体で町を良くしていく行動が必要だと感じた。こ
れまでの事例も必ずその地域の市民の努力があるのではと感じたからだ。(Ozawa)



Civic prideの事例「ブラッドフォード」の特徴

• まず、ブラッドフォードは自分たちの町のイメージが悪いと自覚することから始めた。そしてその悪
い部分をさらけ出し、 「もしもこれが無くなったら？」と生まれ変わる様子を描いたCMを作成した。
かつて多文化主義政策の中で起きた民族間の衝突事件で「暴動、人種対立、銃犯罪、没落と困
窮のまち」というイメージを払拭するためである。そうして設立された都市再生マスタープランのた
めの会社が「ブラッドフォード・センター・リジェネレーション」である。BCRの仕事は物理的な都市再
生だけでなく起業支援や都市のプロモーションも大切な仕事だ。また「ブラドヴォケイツ」と呼ばれ
た政治家、大学教授など社会的影響力の大きい人物達８００人の働きも大きかった。そうしてブ
ラッドフォードの評判は急速に改善されていったのである。

• －感想－自分たちの欠点を自覚するのは勇気がいるし自尊心も傷つくが、そうしないと前に進め
ない・改善できないと知り実行したことがブラッドフォードの都市再生の成功の要因として大きいと
思う。そうすれば明確にどこを直せば良いか自ずと見えてくるし、変わる決意がつく。その勇気に
尊敬した。

•
動画を見た感想もやっぱり同じで、ポップにストリート・トラフィックライトの数などを紹介していたと
思ったらBGMが変わり、廃れた空家、車の渋滞、たくさんの「TO LET」の看板が出てくる。そしてそ
んな”不要”とされている構造物に×をつけて消し去っていき、無くなった場合の風景を視覚的に
訴えていたのがとても効果的だと思った。そしてその壮大な建設計画を打ち出した後に、夢物語・
他の地の話でもなくまぎれも無い「ブラッドフォードだったら・・・？」の終わり方がさらに想像を膨ら
ましてくれた。 （Ａｒａｋａｋｉ）

• ‐感想‐ 子供から大人まで一般市民の誰もがわかる表現である映像、そして公共空間を生み出し
ていくというのがとても印象的でした。私が経験したなかで、このような計画というものが行われる
ときは説明がほとんどで一人一人の意見の影響は微々たるものという印象があります。しかし、
この都市計画は映像によるイメージを作り、市民それぞれが見て感じて考えたものが、都市計画
をしていく上で様々な角度から見た意見となり、プラスになっていくのだと学びました。何より、あ
れだけのマイナスのイメージ、そして市民が諦めていた中、BCRの方は反対意見があっても諦め
ず努力を重ねていけば実現していけるという大切さを感じました。(Ota)



課題
• 提出日：6月７日午前8時までに提出

• 内容：

①着地情報の表（枠線あり＆枠線なし）

(ホームページ上の番号：5‐1/5‐2/5‐3)

②柴崎さんの講義の感想（300字程度）

(ホームページ上の番号： 6)

③「観光リンケージ」の論文を読んでー特徴と感想（300字程度）

(ホームページ上の番号： 7)

④ブリストル(Bristol)のコミュニケーション戦略と感想（300字程度）

(ホームページ上の番号： 8)

• 提出時の注意事項

①このホームページに必要なＨＴＭＬファイルや画像ファイルすべてを圧縮して提出。

②今あるbradfordあるいはハーフェンシティの特徴と感想を削除して、ファイル名：
onsite_information （名前をつけなおす）

③メールを送る際の件名：「第6講＿着地情報のまとめ」



ホームページ編

表の作り方



演習（5） 列と行のタグ
表の作り方 (タグの意味）

• table テーブル（表）を作ること宣言する

• tr 表の行を表す (table row)

• td 表のセル表す (table data cell)

• th 表の見出しを表す (table thread)



演習（５－１） 列と行のタグ
<h2> ５‐1．私の評価 </h2>

<table>
<tr><td>観光情報の区分</td><td>名称</td><td>評価（5つ星まで）</td> </tr>

<tr><td>１．街のTourism Information Center</td><td>那覇観光案内所</td>
<td>★★★</td> </tr>

<tr> <td>２．観光者向けの地図</td><td>国際通りの路上地図</td>
<td>★★★</td> </tr>

<tr> <td>３．観光者を視野に入れた道路標識</td>
<td>首里城近辺の琉球石灰岩造の標識</td>
<td>★★★★</td>

</tr>

<tr> <td>４．無料情報誌</td> <td>たびんちゅ</td> <td>★★★★</td> </tr>
</table>

4列目はハンブルグにつ
いてまとめてください。



演習編（５－２）‐列と行のタグ＋ボーダー

<h2> ５－２．私の評価（枠線入り） </h2>

<table border="3">
<tr><th>観光情報の区分</th><th>名称</th><th>評価（5つ星まで）</th> </tr>

<tr><td>１．街のTourism Information Center</td><td>那覇観光案内所</td>
<td>★★★</td> </tr>

<tr> <td>２．観光者向けの地図</td><td>国際通りの路上地図</td>
<td>★★★</td> </tr>

<tr> <td>３．観光者を視野に入れた道路標識</td>
<td>首里城近辺の琉球石灰岩造の標識</td>
<td>★★★★</td>

</tr>

<tr> <td>４．無料情報誌</td> <td>たびんちゅ</td> <td>★★★★</td> </tr>
</table>

</body>
</html>



演習編（５－３）‐列と行のタグ （挿絵をセルに入れる）

<h2> ５－２．私の評価（枠線入り） </h2>

<table border="3">

<tr><th>観光情報の区分</th><th>名称</th><th>評価（5つ星まで）</th></tr>

<tr><td>１．街のTourism Information Center</td><td>那覇観光案内所</td><td>★★★</td>

<td> <img src=“nahashitim1.jpg” width=“100” height=“100”> </td> </tr>

<tr><td>２．観光者向けの地図</td><td>国際通りの路上地図</td><td>★★★</td>

<td> <img src=“rojo_map_okinawa1.jpg” width=“100” height=“100”> </td></tr>

<tr><td>３．観光者を視野に入れた道路標識</td><td>首里城近辺の琉球石灰岩造の標識
</td><td>★★★★</td>

<td> <img src=“hyoshiki_shuri.jpg”“ width=”100“ height=”100“> </td></tr>

<tr><td>４．無料情報誌</td><td>たびんちゅ</td><td>★★★★</td>

<td> <img src=“tabinchu.jpg” width=“100” height=“100”> </td></tr>

</table>



ファイルの圧縮の仕方

メールで送る時、大きいファイルは圧縮しよう！





ハイライトの仕方

送りたいファイルを全て

ハイライト（まとめて指定）
する場合、

Control Key (Crtl)キーを

押しながら一つ一つのファ
イルを左クリックしていく。









圧縮ファイル
が登場！

（これを添付し
て送る）
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